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                                                                   ：定刻を過ぎましたので､ これから法学研究所主催の学生と市民のための公開講座
『法律学と政治学の最前線』 の第二回を始めたいと思います｡ 司会は第一回に引き続きま
して､ 法学部の前川が務めます｡ よろしくお願い致します｡ 本日は､ 法学研究所長の田口
文夫教授がやむを得ぬ校務で出席できませんので､ 代わりまして事務局長の中川敏宏教授
からご挨拶を頂きます｡  ：本日はお寒いなか､ 専修大学に足をお運び頂きまして､ ありがとうございます｡
この公開講座を主催致します法学研究所を代表いたしまして､ ひとことご挨拶を致します｡
｢講座の趣旨｣ に書かれていることと少し重複しますが､ 簡単にご紹介させて頂きます｡
この講座を主催しております法学研究所という研究組織ですけれども､ 主に法学部に所
属している専任教員 法律学､ 政治学を専門分野としているメンバー を中心に研究
活動を行なっている組織です｡ 普段の活動内容は､ 年に数回刊行物を発行したり､ 研究会
を行なったりしております｡ これまでの活動はどちらかといいますと､ ｢内輪｣ といいま
すか､ それぞれの研究者間の相互の交流であったり､ 研究成果の発表であったりと､ そう
いう方面に力を入れてきたのですけれども､ 今日の大学の､ 市民社会における役割などを
考えますと､ こうした我々の研究成果を対外的に､ 特に市民の方々に向けて発信するよう
な､ そういった企画が必要なのではないかということで､ 数年前より､ 本日のような講座
を企画してきたわけです｡ ただ､ それがなかなか実現に至らなかったのですが､ 今年度､
漸くそれが実現の運びとなりました｡ 既に第一回の講座を 11 月 29 日に行ないまして､ 本
日がその第二回ということになります｡
今回の公開講座 ｢法律学と政治学の最前線
フロント・ライン
｣ の趣旨は､ 或る一つの事象を本来異なる研    
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究分野に属する二人のエクスパートからそれぞれ異なる視点で分析・検討してもらう､ そ
うすることで､ そこから新たな視角なりアプローチなりが浮かび上がってこないか､ と考
えたものです｡ 第一回は国際法と国際政治の専門家が ｢国家とは何か､ 国境とは何か｣ と
いうテーマを設定致しましたが､ 本日第二回は ｢日本警察の今昔 身の上相談から監視
カメラまで｣ というテーマで､ 行政法が専門の白藤博行教授と日本政治史が専門の宮地忠
彦准教授､ このお二人の専門家がそれぞれの視点から論じることとなっております｡
また､ 第三回を年明けに予定しておりますので､ 足をお運び頂ければと存じます｡ 以上､
簡単ですが､ 主催者の挨拶とさせて頂きます｡  ：今のご挨拶にもありましたように､ 二人のパネリストの先生からご報告を頂きま
す｡ 順序としましては､ 今回のテーマにある ｢今昔｣ のうちの ｢昔｣ のことを扱っている
ところから､ 先に宮地先生にご報告を頂きます｡ よろしくお願い致します｡
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